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千葉県大原産のー珍藻

オホノアナメ (Agtσrumohcwaense 

YAM. Sp. n.)に就いて

山田幸男

先般f葉県大原町の漁業組合専務:Effi事大野磯吉氏から久し振りに岡地先

にて採集された多数の海藻標本の送附をきたけたが，其の内に誠に珍らしいー

褐藻が見られた、それは明らかにアナメ属(Agarum)の一種で己に同氏もそ

の手紙に述べていられる様に今迄本邦に知られたものとは明らかに異なった

もので特にその茎の状態は我邦北部に産するアナメ (A.cribrosum BORY)と

は全然異なり日月らかに周平でその両絃からは屡々~状の附属物が多少共発出

している。比の標本は何れも暴風後等に大原町地先の海岸に打揚げられたも

のでその生育深度は不明であったa 由来大原という処は以前から興財とある海

琵の底地として知られており，筆者も学生時ー代から故岡村先生の御言葉に従

って屡々その地を訪れた。当時巣11寝・渋谷等に住んでいた筆者は，割引の一番

の市電にのって両国へ行き廿i米る丈け早い汽車にのって大原へ行ぎ採集をし

て夕方帰京したが，可成に変ったものをとる事が什l米たロハスヂギヌ (Nien-

burgia jaρonica (YAM.) KYLD河)カヘノレデグサ (Binghamiellacalifornica 

(FARLOW) SETCHELL et DAWSON)等も初めて岡地に於いて採取したものであ

る.その後多数の海藻採集者が岡地を訪れたにも係らず比の Agarumは殺

も報告していない。従ってこれは余りi支所には生育しないもので比較的稀な

ものではないかという想像がっし然るに此度上記の如く大野磯吉氏により
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)Itのrq(が採取されたことは誠にμびに

J'i~ えないa ノじ;j~li1j氏は，，，くから広く水

J:i~:一般に対して深い知l減と経験をよLえ

ておられるとんに特に海誌に対して深

い ~1! ，，~(と|長j心をヰf しておられ('日丹て

~I~Iη 六日日数段 1こより命JJT されたオホノ

ノリ (Porρhyraonoi UED̂ )も同氏

の名をとられたものである)るので此

皮の発見も偶然ではない。

そとでJJi~乙同氏にがf例11>の採取を

1ldiJlしておいた処その努力によって多

数の新標本がれ婦，又は網にかかって

発比採4ねされ，;，くその後大原町?:大)1:

l乙於いて治水夫によって 17m の泌氏

に:1:.(jするものが採取された。以jJち;!:rI

当な深海1'1:もののといわねばならない.

今少しく此の磁の性質を記してみ

るならば，

棋は繊維状で制く ，茎の下端及び

jL沓11附近の向付から発11¥し 3-5四位

又状に分自主し，先端iへ向い河野々と刺ま

り先立iiiでi也物に附ffする。

茎はKさ 5-6-7cmJミく l珂らか
に州、|にで，~，'，Ì 1 cm 内外，fI[しj，Ji111的に

走路分よりjぶくなる所があり，めんど'jii-

に1-2凶似れている。 同紋lよ略、14}!?

であるがその所々から羽J.V¥(1)を発iiiす

i，'j.此等の ~H状{本は位径 1mm 内外の

繊維状で 1-2回又状に分以し， 1Hと
めんど而lじ形態を訂する。

葉?主官'IJmJ)診又は桁円形，民付j円Jf3
~:11~ ななし l之さ約 60 cm イ屯であるが何Aè
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の様本もその先端部を欠く為:乙j[<<s[な長さは儲かめられない. 怖は 20-25

cm，基部は|吋く，余り心臓形は皇位ず(アナメ A.cribrosum BORY に普通

に見る様な scrollは見られない)縁辺は全縁或いは幾分波うち或いは緩めて

緩い刺状の突起を具えている.又中Jたには 1;;ドの中幼を貫通しているが中防

は幅1.5-2cm位あるも明らかに厚くなっている部はその中央附近のみでそ

の築面之の境は余り判然としない事があり，特に上部では余りはっきりとし

ない場合が多い.業面は平滑で織なく簿い草状で大小多数の干しを有する。孔

は略円形で幾分精円形，卵形のものも混り屡々孔の周縁は一方の面へ向って

まくれる.孔の配置には一定の規則は見られないが概して中肋附近のものが

一般に大形で辺縁附近のものは小形である.大形のものは直径1cm内外あ

る.

子嚢誕は葉商の中部辺の両縁に沿い両面に生ずるが後全面に広がる。

上述の性質から見て本種は北米パγクーパ{附近に産する A.fimbriata 

HARVEYに近いものではないかと思われる。特に特異な茎の形態は即ち周平

にしてその両縁から根状附属物を発する点に於いて共通している.然しその

楽面は大原産のものに於ては平滑で大小多数の孔を有するに反しA.fimbriata 

t乙於いては孔は殆んどなく又は甚だ砂く且つ築面は平滑ではなく多数の敏を

有する点等に於いて異なっている。依ってとの種には新たにA.oharaenseな

る学名を与え，又この発見者なる大里子磯吉氏の名を記念してオホノアナメな

る和名を以ってこれを呼ぼうと忠弘正式の記載文等は何れ規則に従って記

述する筈であるが取りあえずl比処に比の新誌を紹介する次第である。

(北海道大学理学部縞物学教室)

シルヴア博士の来訪

瀬木紀男

緑藻ミ Jレの研究で有名な，米国イりノイス大学教授νJレグァ博士が，パ

ッゴツクで開かれた太平洋学術会議の帰途日本に立寄られ，忙しい旅程をき

いて昨年12月5日小生を訪問した.

同氏とは7年振りに再会し，お瓦に旧交を混めた。かつて小生がパーク

レーの加州大学を訪れた時，パーぺγフス教授の下で研究中であった氏が，
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